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古
代
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和
泉
地
方
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關
す
る
；
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歴
史
地
理
的
考
察

米

倉

二

K良

　
　
　
　
序

　
和
泉
は
も
と
河
内
と
一
二
で
あ
っ
た
。
瀬
戸
内
海
の
東
下
大
阪

灘
の
東
南
岸
に
懐
し
、
古
淵
我
國
経
濟
上
政
治
上
の
中
歯
で
あ
る

難
波
に
接
し
、
地
勢
概
ね
奉
夷
で
、
人
文
の
開
鬼
瀬
に
遼
遠
で
あ

る
。
筆
者
は
近
畿
諸
地
方
に
於
け
る
聚
落
の
歴
史
地
理
的
研
究
を

企
圖
し
て
み
る
が
、
和
泉
一
國
は
、
ム
、
の
北
部
を
除
く
忽
略
纏
っ

た
自
然
地
理
歴
を
形
勢
し
、
域
内
に
は
、
山
あ
り
丘
陵
あ
り
李
地

あ
り
海
崖
あ
り
、
住
民
の
活
動
は
時
と
共
に
、
そ
の
舞
肇
を
展
開

し
た
の
で
、
そ
の
結
果
た
る
現
在
の
聚
落
は
、
そ
の
糞
生
、
そ
の

形
態
を
種
々
の
時
代
に
求
む
る
事
が
極
細
，
最
も
興
味
深
き
研
究

地
域
で
あ
る
。

　
和
泉
全
土
に
亙
る
地
誌
と
し
て
は
石
橋
直
之
の
泉
州
志
（
元
藤

蔓
二
年
）
、
關
虚
心
の
和
泉
志
（
元
丈
元
年
）
、
簸
織
留
里
和
泉
名
勝

憎
圃
蕉
管
（
鷺
畿
以
七
年
）
，
　
大
阪
府
離
泌
（
明
治
…
一
二
十
山
ハ
年
）
太
田
…
門
古
究
肖
口
本
獺
闘
誌

資
料
叢
書
和
泉
（
大
正
十
四
年
）
等
が
あ
り
、
寺
田
兵
次
郎
編
泉
州

史
料
は
、
泉
州
に
醸
す
る
資
料
を
揖
録
さ
れ
た
も
の
で
研
究
上
甚

だ
便
利
で
あ
る
。
樹
今
日
泉
州
の
二
大
4
1
心
で
あ
る
堺
及
岸
和
田

に
就
い
て
は
堺
市
史
、
’
岸
和
田
志
等
あ
り
、
参
照
す
べ
き
慮
が
少

く
な
い
。

　
本
稿
は
地
理
論
叢
第
六
輯
に
下
表
さ
る
べ
き
、
「
，
和
泉
に
於
け
る

聚
落
の
歴
史
地
理
的
考
察
」
と
姉
妹
編
で
あ
っ
て
、
後
者
の
中
特
に

古
代
に
著
し
て
、
歴
史
に
閣
係
深
き
二
三
の
事
項
を
梢
詳
遠
せ
る

も
の
で
あ
る
。
郎
ち
上
古
に
於
け
る
和
泉
地
方
に
於
て
は
、
主
と

し
て
神
鮭
と
新
撰
姓
氏
録
と
の
考
究
に
よ
り
，
開
獲
の
進
展
を
概

塗
し
、
中
古
の
和
泉
に
就
い
て
は
、
條
里
制
の
復
原
に
よ
り
，
大

鳥
郷
及
國
府
の
境
域
を
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
本
論
に
入

（エ72）



量

古
代
の
利
泉
地
方
に
關
す
る
二
三
の
歴
史
地
理
的
考
察

圃一懇誠槻概方地泉和
ゑ
剛
に
和
泉
の
自
然
環
境
一
班
を
明
か
に
し
よ
う
。

　
和
泉
及
河
内
と
紀
伊
の
國
境
を
な
し
て
東
西
に
走
る
和
泉
山

脈
は
、
そ
の
東
部
に
於
て
は
、
九
百
米
の
高
度
を
持
つ
が
漸
甲
西

す
る
に
從
っ
て
低
下
し
紀
淡
海
挾
に
浸
1
1
て
る
る
。
そ
う
し
て

全
艦
と
し
て
、
南
側
で
あ
る
紀
州
の
構
造
谷
に
覆
し
て
急
斜
し

北
側
・
で
あ
る
和
泉
、
河
内
に
向
っ
て
は
緩
慢
な
る
勾
配
を
示
す

灘
の
傾
動
地
塊
で
あ
る
。
和
泉
は
大
別
し
て
四
つ
の
地
理
纏
と

な
す
事
が
で
き
る
。
山
地
優
は
、
中
起
居
に
養
す
る
和
泉
砂
岩

が
片
歌
花
謁
岩
の
地
帯
を
被
覆
し
た
も
の
が
山
脈
の
脊
梁
を
彩

成
し
て
居
り
、
後
者
は
第
一
圏
に
於
て
撲
田
、
蓬
蓬
、
東
西
葛

城
，
大
土
等
を
蓮
ぬ
る
線
迄
に
達
し
て
み
る
。

　
動
脈
の
中
央
に
位
す
る
葛
城
山
に
は
，
ぶ
な
の
原
始
林
等
も

見
ら
れ
，
一
叢
の
森
林
地
域
で
あ
る
が
，
た
虻
子
午
の
方
向
に

嚢
達
す
る
構
造
線
に
没
ふ
塵
の
幾
つ
か
の
華
華
谷
と
、
略
之
に

①尚
交
す
る
二
つ
の
舞
舞
倫
不
明
の
谷
列
と
が
，
入
類
に
封
し
て

聚
落
地
と
交
通
路
と
を
提
供
し
て
み
る
。
丘
陵
腿
は
片
歌
花
山
岡

岩
地
帯
を
被
覆
せ
る
第
三
期
垂
垂
古
期
洪
積
層
よ
り
な
る
地
域

で
、
山
地
廣
に
毒
し
て
、
和
泉
灘
に
朝
す
る
石
津
川
、
棋
尾
川
、

　
　
　
　
第
一
、
…
十
巷
　
第
一
號
　
　
　
一
七
三
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宵
代
の
和
泉
地
方
に
關
す
ろ
二
蕊
の
歴
更
地
理
的
考
察

樫
井
川
等
の
北
川
に
よ
っ
て
肚
年
期
に
浸
蝕
さ
れ
て
み
る
。
谷
は

山
地
廣
の
そ
れ
に
比
す
れ
ば
遙
か
に
廣
闊
で
あ
の
，
方
向
は
海
岸

線
に
直
角
に
何
れ
も
西
北
に
向
っ
て
扁
螺
歌
に
閑
四
け
て
る
る
。
之

等
の
磁
壁
に
は
多
く
の
溜
池
が
作
ら
れ
、
農
耕
蒔
代
の
初
期
よ
り

聚
落
ざ
れ
て
居
る
。
第
三
の
地
域
は
廣
く
畿
達
す
る
新
盆
洪
積
層

と
諸
川
の
河
口
附
近
に
清
見
ら
れ
る
沖
積
麿
の
地
帯
で
、
前
者
は

構
幼
年
期
の
地
形
を
示
し
、
一
般
に
底
軍
で
軍
野
懸
と
稔
し
得
る
。

第
三
三
門
及
新
古
の
洪
積
居
地
帯
は
砂
篠
に
富
む
爲
に
比
較
的
乾

燥
し
て
居
り
、
植
物
の
繁
茂
は
他
の
地
帯
に
比
し
て
最
も
察
竹
園

闊
で
あ
っ
て
、
一
回
分
は
恐
ら
く
最
初
よ
り
、
大
部
分
は
自
然
褒

三
叉
は
狩
猟
疑
の
放
火
に
よ
っ
て
容
易
に
原
と
辮
さ
れ
ろ
第
三
期

屠
洪
積
層
特
有
の
原
野
的
景
観
を
呈
し
得
た
事
と
思
ふ
。
沖
積
暦

地
が
卑
漁
に
し
て
、
叉
高
田
地
域
が
密
林
に
お
ほ
は
れ
、
共
に
生
活

に
適
せ
な
か
っ
た
太
古
に
於
て
は
狩
猿
艮
は
好
ん
で
，
こ
の
洪
積

暦
台
地
を
利
用
し
た
の
で
あ
っ
て
、
和
泉
に
於
て
も
亦
こ
の
部
分

が
最
初
の
聚
落
地
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
中
、
丘
陵
隆

に
協
す
る
も
の
は
今
日
、
柑
橘
類
其
他
の
果
樹
園
等
に
利
用
さ
れ
、

準
野
畷
は
溜
池
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
水
田
化
さ
れ
水
利
の
届
か
ざ
る

　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
」
號
　
　
　
…
七
四

部
分
が
燗
と
し
て
利
用
さ
れ
て
る
る
。
し
か
し
，
傾
慰
の
急
な
谷

壁
面
に
は
松
竹
等
の
林
が
残
り
、
そ
の
原
始
景
観
を
僅
か
に
想
像

せ
し
め
て
み
る
。
第
四
は
海
岸
地
域
で
あ
っ
て
、
古
記
漁
携
民
の

生
活
域
た
り
、
南
北
朝
の
韓
藍
期
よ
り
以
後
堺
、
障
和
田
、
貝
塚

等
そ
れ
ぐ
特
異
な
る
都
市
の
獲
展
を
見
，
今
翔
で
は
大
阪
工
業

地
帯
の
外
延
を
な
す
塵
で
あ
る
，
新
期
洪
積
唐
が
海
岸
閣
近
ま
で

搬
が
つ
て
み
る
の
で
、
古
畳
の
漁
村
叉
都
市
は
ハ
一
般
に
。
そ
の

先
端
に
立
地
す
る
の
形
勢
で
あ
る
。
海
岸
は
遽
淺
で
魚
類
の
繁
殖

に
麺
し
、
織
か
な
内
海
で
あ
る
か
ら
、
沿
岸
漁
業
の
饗
蓬
に
適
し

て
み
る
。
氣
候
は
瀬
戸
内
海
の
形
式
で
」
滞
暖
で
あ
る
が
比
較
的

降
恥
少
く
三
等
の
讐
嘉
待
っ
て
水
田
の
耕
作
の
爲
に
は

多
く
の
溜
池
が
作
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
三
三
を
な
し
て
み
る
。

註
①
田
中
啓
爾
、
暉
暉
學
論
文
集
　
昭
和
八
年

　
②
山
三
二
郎
、
大
阪
府
下
の
灌
概
農
．
藁
、
地
理
學
評
論
四
魯
十
｝
十
二

　
　
昭
職
三
年

上
古
の
和
泉
地
方

原
史

時
代
に　一
於
け
る

和
泉
地
方
は

專
ら

気
侭
安

動
気
と

穗

（　174　）



さ
れ
て
み
た
。
チ
ヌ
の
地
名
は
、
こ
の
近
海
に
遷
す
る
黒
鯛
俗
名

チ
ヌ
に
因
め
る
事
は
騰
も
周
防
國
佐
波
郡
の
佐
波
が
、
そ
の
海
岸

の
名
産
で
あ
る
鯖
に
蚤
ふ
事
と
岡
様
で
あ
ら
う
。
魚
族
の
一
を
と

っ
て
、
そ
の
儘
地
名
と
な
せ
る
事
は
そ
の
地
、
乱
民
の
生
業
を
憂

欝
に
物
語
る
も
の
で
、
前
述
の
如
く
恵
ま
れ
た
る
條
件
の
も
と
に

於
て
、
長
き
海
摩
線
に
滑
っ
て
漁
業
民
が
早
く
よ
軒
定
着
し
た
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
あ
ら
う
。
濱
寺
町
般
尾
南
方
四
ッ
池
（
第
二
圓
薯
照
）
を
中
心
と

す
る
石
器
時
代
遣
跡
地
は
、
そ
の
海
岸
に
突
越
せ
る
洪
積
層
の
先

端
な
る
其
地
理
的
位
置
よ
り
見
て
も
、
こ
の
地
一
帯
が
先
史
時
代

よ
り
酵
母
き
漁
業
民
に
よ
っ
て
聚
落
さ
れ
て
み
た
事
を
示
し
て
み

る
横
尾
川
沖
積
李
野
上
に
あ
る
我
孫
子
は
、
新
撰
姓
氏
録
和
泉
紳

　
②
ア
ビ
幾

別
の
綱
研
師
ち
漁
業
昆
の
み
た
麗
で
あ
ら
う
。
延
喜
式
に
よ
れ
ば

そ
の
後
御
厨
が
置
か
れ
て
み
る
。

　
和
泉
の
自
然
地
理
的
特
長
と
し
て
海
岸
線
の
長
き
事
と
並
び
樗

さ
る
べ
き
は
洪
積
層
丘
陵
地
の
登
達
著
し
き
事
で
あ
る
。
殊
に
、

北
部
に
於
て
は
堺
市
東
南
方
河
泉
の
國
界
を
中
心
と
す
る
一
帯
古

の
所
謂
百
舌
鳥
耳
付
、
叉
南
部
に
而
て
は
佐
野
醇
の
東
南
部
所
謂

日
根
野
の
如
き
は
、
最
も
廣
闊
な
る
台
地
を
な
し
て
み
る
。
二
等

　
　
　
　
古
代
の
和
泉
地
方
に
關
す
ろ
二
三
の
歴
吏
地
理
的
考
察

の
地
は
仁
徳
帝
を
始
め
下
っ
て
は
、
桓
武
帝
等
に
至
る
迄
屡
々
御

里
獄
を
試
み
ら
れ
た
腿
で
あ
っ
て
、
太
古
に
於
て
は
狩
猿
民
に
と

っ
て
良
好
な
る
生
活
域
を
呈
し
て
み
た
事
で
あ
ら
う
。
現
在
百
晋

鳥
村
赤
畑
に
銀
座
す
る
百
単
層
瀞
舐
は
祭
憩
は
慮
紳
天
皇
で
普
通

の
八
幡
宮
と
な
っ
て
み
る
け
れ
ど
も
、
氏
子
で
あ
る
型
幅
鳥
村
民

に
は
古
型
傳
は
れ
る
奇
習
と
し
て
、
正
月
三
箇
ロ
間
都
鄙
鞭
っ
て

嘉
肴
を
設
く
る
時
に
當
っ
て
、
全
村
民
精
…
進
潔
齋
肉
食
を
禁
ず
る

　
　
　
②

所
謂
百
舌
鳥
の
精
進
な
る
も
の
が
み
る
。
又
今
は
や
ん
だ
が
、
そ

の
期
聞
は
男
女
一
室
に
早
寝
し
て
、
決
し
て
鄙
狸
の
こ
と
な
く
、

百
舌
鳥
の
艦
喉
寝
と
云
は
れ
て
る
た
。
之
等
の
習
俗
は
太
古
の
様

を
偲
ば
せ
る
も
の
で
、
地
名
が
鳥
類
の
一
つ
で
あ
る
百
舌
鳥
に
因

み
胸
内
形
は
し
て
み
る
が
、
食
物
禁
忌
の
風
が
見
ら
れ
る
の
は
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

i
テ
ミ
ズ
ム
の
痕
跡
を
思
は
せ
み
も
の
で
百
舌
鳥
を
ト
ー
テ
ム
と

す
る
砲
身
罠
が
嘗
て
，
こ
の
台
地
に
繁
殖
し
て
み
た
の
で
は
な
か

ら
う
か
。
百
舌
鳥
村
の
西
に
鳳
町
が
あ
る
が
，
．
こ
の
大
鳥
は
後
述

す
る
如
く
古
い
地
名
で
あ
っ
て
、
或
は
百
舌
鳥
と
隅
様
に
大
鳥
を

ト
…
テ
ム
と
す
る
部
族
の
占
敏
し
た
事
に
因
め
る
も
の
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
百
舌
鳥
野
の
南
に
綾
く
台
地
は
古
く
「
よ
り
陶
村
の

　
　
　
　
　
第
二
十
谷
　
第
一
號
、
　
　
一
七
五
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古
代
の
和
泉
地
方
に
關
す
る
二
三
の
歴
史
地
理
的
考
察

稔
が
あ
り
、
石
器
隊
代
の
陶
窯
阯
が
屡
々
農
見
さ
れ
た
が
、
洪
積

暦
中
に
含
ま
れ
る
粘
土
履
が
製
陶
の
原
料
に
適
し
て
み
た
爲
に
此

地
に
製
陶
業
が
起
つ
た
も
の
で
東
に
綾
く
河
内
秘
府
の
湛
跡
が
二

上
火
山
の
二
子
石
に
よ
る
石
器
の
製
作
地
で
あ
っ
た
と
共
に
，
太

　
　
　
　
　
　
　
④

古
に
於
け
る
工
業
地
帯
を
形
勢
し
た
理
で
あ
る
。
之
等
に
よ
っ
て

見
る
も
河
内
和
泉
に
亙
る
台
地
が
原
日
本
民
族
の
繁
殖
し
て
た
み

虚
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。
和
泉
最
古
の
豪
族
と
も
云
ふ
べ
き
陶
津

耳
が
此
手
に
糠
っ
て
み
た
ら
し
い
事
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
二

　
海
岸
に
漁
扮
、
洪
積
鷹
原
野
に
狩
伽
擬
が
行
は
れ
つ
、
あ
る
間
に
、

や
が
て
原
始
的
農
耕
も
始
め
ら
れ
た
事
で
あ
ら
う
。
我
國
の
原
始

農
業
の
起
原
や
そ
の
形
式
に
就
い
て
は
爾
定
論
を
見
る
に
至
っ
て

み
な
い
襟
で
あ
る
が
、
彌
生
式
土
器
時
代
に
於
て
は
水
稻
が
一
般

に
作
ら
れ
た
事
は
略
確
實
で
あ
ら
う
。
灌
漉
水
を
多
量
に
必
要
と

す
る
水
母
の
耕
作
は
水
淺
に
掘
る
に
は
鵜
違
な
い
け
れ
ど
も
漕
川

氾
濫
の
危
瞼
多
き
洪
纒
李
原
よ
り
は
、
安
重
な
る
谷
間
や
由
麓
が

先
づ
選
ば
れ
た
で
あ
ら
う
。
上
述
の
如
く
和
泉
は
洪
積
居
の
開
析

さ
れ
た
谷
地
に
富
み
，
し
か
も
洪
積
尊
台
地
上
が
…
般
に
乾
燥
し

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
一
號
　
　
　
　
一
・
七
山
ハ

ー
て
る
る
の
に
引
き
か
へ
、
蘂
地
の
宋
端
や
谷
壁
に
は
地
下
水
の
湧

出
す
る
腱
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
之
は
原
始
的
水
田
耕
作
に
と
っ

て
最
初
に
利
用
さ
れ
た
事
で
あ
ら
う
。
國
名
の
和
泉
は
期
す
迄
も

な
く
，
府
中
な
る
井
上
瀞
肚
の
裏
に
湧
指
す
る
一
清
泉
に
噛
め
る

も
の
で
、
同
憩
澱
は
最
初
は
、
こ
の
泉
を
祭
っ
た
も
の
と
思
は
れ

る
。
し
か
し
自
然
の
湧
水
は
限
ら
れ
て
み
る
か
ら
，
次
に
は
、
入

穿
に
よ
つ
て
鳥
影
を
作
る
事
に
な
る
筈
で
、
錘
陵
が
樹
枝
妖
に
侵

蝕
さ
れ
た
谷
頭
は
、
そ
の
一
方
を
塞
止
め
る
事
に
よ
っ
て
容
易
に

溜
池
が
築
か
れ
る
し
、
又
，
漢
流
が
凄
地
魑
よ
り
昆
陵
匿
に
移
る

部
分
に
あ
る
水
主
蹴
附
近
よ
り
溝
渠
を
掘
っ
て
分
水
す
る
事
に
よ

っ
て
灌
遣
水
を
得
る
事
が
た
で
き
の
で
あ
る
。
棋
尾
川
の
上
流
由

　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
ノ
ぷ
も
ノ
ミ
コ
ト
　
　
　
　
ヤ
マ
ノ
ァ
タ
へ

瀧
川
の
侵
蝕
谷
は
天
穗
配
命
の
子
孫
山
直
が
開
獲
し
た
慮
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
て
、
後
に
山
直
覧
と
な
っ
た
が
、
後
世
和
泉
國
人
山
直
轄
作
、

弟
池
永
等
の
名
が
見
え
る
の
は
溜
池
と
の
罪
業
深
き
を
思
は
し
め

る
。
叉
由
直
郷
の
中
央
、
山
瀧
川
と
深
山
川
と
の
合
流
黙
近
く
鎭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

座
す
る
慮
よ
り
そ
の
名
を
得
て
み
る
積
川
紳
肚
は
、
和
泉
五
祉
の

一
つ
と
し
て
古
來
國
内
の
名
綱
で
あ
る
が
、
祭
紳
は
五
聖
あ
っ
て
、

そ
の
中
の
三
下
は
生
井
融
、
亭
亭
紳
、
綱
長
井
紳
と
云
ひ
，
井
を
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祭
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
井
は
恐
ら
く
灌
灘
水
路
を
意
味
す
る

も
の
と
患
ふ
。
垂
仁
紀
に
よ
れ
ば
皇
子
五
十
瑛
敷
命
は
勅
命
を
奉

じ
て
高
石
、
聖
慮
淳
池
を
作
ら
れ
た
後
単
離
河
上
宮
に
屡
ら
れ
た
と

云
ふ
之
等
の
池
は
何
れ
に
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
や
は
り

丘
陵
の
侵
蝕
谷
の
谷
間
を
堰
き
と
め
る
事
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
ら
う
。
丘
陵
睡
に
於
け
る
渓
谷
が
如
何
な
る
氏
族
に
よ
つ

て
開
獲
さ
れ
た
か
を
更
に
蓮
ぶ
れ
ば
、
由
直
と
租
を
同
じ
く
す
る

石
津
連
は
堺
の
南
方
石
津
（
第
一
面
峯
照
）
の
地
方
を
開
嚢
さ
れ
た

ら
し
く
、
石
津
川
の
一
支
流
が
仁
摩
鳥
野
を
侵
蝕
せ
る
谷
に
滑
っ

て
土
輝
の
聚
落
が
あ
る
。
此
慮
は
土
師
連
の
開
拓
に
拘
る
も
の
で

土
師
連
は
石
津
蓮
と
租
を
同
じ
く
し
，
天
穗
日
宇
十
四
憶
孫
、
野

見
宿
禰
の
後
で
あ
る
。
彼
等
は
百
汚
野
に
あ
る
仁
徳
，
履
仲
等
の

諸
帝
陵
の
築
造
の
爲
に
本
貫
の
地
出
雲
よ
り
呼
ば
れ
て
、
終
に
此

　
　
　
⑦

慮
に
土
着
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら
ジ
。

　
石
津
川
の
本
流
の
貫
流
す
る
渓
谷
に
沿
っ
て
は
天
兇
屋
根
命
を

祭
紳
と
す
る
式
内
の
古
祉
が
分
布
し
て
み
る
。
北
よ
り
始
め
る
と

第
一
に
は
右
岸
の
鳳
町
に
鎭
座
す
る
和
泉
一
ノ
富
大
鳥
神
趾
で
あ

っ
て
，
次
に
は
，
大
鳥
の
南
方
富
木
に
鎭
画
す
る
等
乃
伎
紳
赫
で

　
　
　
　
古
代
の
和
泉
地
方
に
陣
す
る
二
三
の
繕
史
地
理
酌
考
察

更
に
鋤
巌
の
八
田
蕪
に
あ
．
る
蜂
購
紳
泄
．
石
津
川
の
支
流
和
田
川

の
上
流
美
木
多
村
吉
上
に
鎭
座
す
る
美
無
心
紳
耽
で
あ
る
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ミ
タ
ミ
ノ
ア
タ
へ

ぐ
大
鳥
蓮
、
殿
來
蓮
、
蜂
起
連
，
民
直
が
貫
き
祭
っ
た
慮
で

之
等
の
氏
族
は
何
れ
も
天
兇
屋
根
命
を
組
と
す
る
一
族
の
嚢
展
し

た
も
の
で
あ
る
。
泉
州
志
に
よ
れ
ば
租
紳
の
＋
一
世
の
孫
大
野
臣

銑
紫
よ
り
大
鳥
に
移
り
住
み
、
地
名
に
よ
っ
て
大
鳥
連
と
な
っ
た

ら
し
く
恐
ら
く
、
其
他
の
氏
族
名
も
、
そ
れ
ん
＼
の
占
賑
し
た
土

地
よ
り
得
た
も
の
で
あ
ら
う
。
尤
も
、
石
津
川
の
流
域
全
膿
が
天

繊
麗
拝
命
の
子
孫
の
み
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
わ
け
で
は
な
く
。
和

田
崩
に
織
し
て
本
流
の
關
係
あ
る
石
津
川
の
上
流
に
は
天
津
魔
良

命
の
後
と
さ
れ
る
大
庭
造
に
關
係
あ
る
べ
き
同
名
の
聚
落
あ
り
，

叉
そ
の
支
流
は
，
百
舌
野
の
南
に
あ
．
る
陶
村
を
潤
し
て
贋
．
り
、
此

燵
は
紅
蓮
の
陶
津
耳
の
割
豫
し
た
慮
で
あ
ら
う
。

　
夏
に
，
闘
を
郡
泉
の
南
部
に
縛
す
れ
ば
、
此
慮
は
由
を
越
し
た

紀
伊
と
の
關
係
が
密
接
で
あ
っ
た
。
紀
難
事
野
は
和
歌
山
市
痕
部

岩
橋
を
中
心
と
し
て
、
お
器
時
代
古
墳
時
代
の
叢
跡
に
富
ん
で
居

り
、
古
く
雪
囲
造
の
子
孫
の
繁
忙
し
た
灘
で
あ
る
が
、
そ
の
一
派

は
菟
砥
の
渓
谷
に
鑛
が
り
、
更
に
日
根
野
．
損
尾
川
の
漢
谷
坂
本

　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
一
號
　
　
　
一
七
七
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古
代
の
和
泉
地
方
に
乱
す
ろ
二
三
の
歴
史
塩
斑
的
考
察

の
地
に
及
ん
で
み
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
三

　
以
上
の
諸
例
に
よ
っ
て
我
々
は
、
順
調
の
比
較
的
容
易
で
あ
っ

た
と
思
は
れ
る
漢
讃
は
，
古
く
よ
り
の
烹
着
の
氏
族
か
、
天
孫
の

諸
氏
族
渠
、
皇
室
の
御
血
統
に
照
せ
ら
る
・
入
々
に
よ
っ
て
主
と

し
て
開
護
さ
れ
て
る
た
事
を
傭
る
事
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

　
し
か
ら
ば
夏
に
、
大
規
模
の
灌
概
設
備
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら

う
塵
の
李
野
隈
は
収
入
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
で
あ
ら
う
か
。
水

田
化
の
富
谷
よ
硲
卒
野
へ
の
進
出
に
は
、
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
を

前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
優
れ
た
る
外
來
文
化
の
輸

入
に
よ
っ
て
惹
趨
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
っ

　
泉
南
第
一
の
李
坦
地
で
あ
る
日
根
野
の
開
襲
は
樫
井
川
の
水
挾

際
に
大
井
堰
を
作
っ
て
、
灌
無
水
逆
を
引
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で

今
日
に
至
る
も
慶
ら
な
い
庭
で
あ
る
。
此
塵
に
鎭
座
さ
れ
る
和
泉

五
肚
の
一
つ
、
穏
根
憩
縫
は
又
の
名
は
大
井
關
瀞
杜
で
開
嚢
者
日

根
造
が
そ
の
狙
を
祭
っ
た
と
さ
れ
て
居
り
、
新
撰
姓
氏
録
に
よ
れ

ば
「
日
根
造
，
新
羅
國
入
、
億
斯
冨
便
至
愚
後
宮
」
と
見
え
て
み
る

か
ら
，
島
根
野
は
新
羅
の
琴
柱
民
に
よ
っ
て
大
規
穫
に
開
嚢
さ
れ

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
一
號
　
　
　
｝
七
入

る
に
至
っ
た
も
の
で
、
か
の
大
井
蘭
は
彼
等
の
有
し
た
技
術
に
よ

っ
て
成
つ
九
も
の
で
あ
ら
う
。
口
根
野
の
北
に
綾
く
海
摩
李
野
は

近
義
郷
の
地
で
あ
り
◎
之
は
近
義
首
の
開
嚢
占
引
し
た
虚
で
あ
ら

う
。
こ
の
氏
族
も
亦
「
、
新
羅
國
主
監
折
王
之
後
者
」
、
と
見
え
て
居

り
同
じ
く
新
羅
よ
り
の
移
住
民
で
あ
っ
た
。

　
近
義
の
北
に
展
開
す
る
棋
尾
川
の
沖
積
李
地
は
泉
州
最
廣
の
農

耕
地
で
あ
る
が
、
李
野
の
中
央
よ
り
穂
北
、
棋
尾
川
の
右
岸
（
第
三

気
鋭
照
）
に
和
泉
五
韻
の
一
つ
で
あ
る
穴
師
柳
漉
が
鎭
座
し
て
み

る
。
榊
名
帳
に
は
旗
師
と
難
関
が
並
べ
記
さ
れ
て
み
る
か
ら
、
こ

の
神
は
大
和
の
摺
師
座
下
主
失
認
と
嗣
一
で
あ
る
筈
で
、
…
旗
尾
川

左
岸
、
岸
和
田
の
二
部
西
之
内
村
に
鎭
座
す
る
兵
主
三
洋
も
亦
同

紳
で
あ
ら
う
。
故
内
藤
博
士
の
考
謹
に
よ
れ
ば
、
穴
師
ば
漢
を
意

味
し
、
兵
主
は
支
那
霞
束
省
に
祭
ら
れ
る
瀞
で
、
勢
子
仁
徳
の
時
に

我
國
に
大
鷲
移
住
し
來
つ
た
と
さ
れ
る
秦
氏
の
寒
き
祭
る
愁
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ
ノ
イ
ミ
キ
　
　
ハ
ノ
タ
カ
チ

る
。
新
撰
姓
氏
録
和
泉
國
遺
著
，
漢
の
部
に
秦
忌
寸
、
里
勝
が
列

記
さ
れ
て
み
る
か
　
，
之
等
の
氏
族
が
撃
つ
九
も
の
に
粗
違
な
く

や
が
て
、
こ
の
李
地
は
漢
民
族
の
開
銀
に
負
ふ
事
を
傭
る
事
が
で

き
る
。
兵
空
神
は
我
國
で
は
食
物
の
沸
と
さ
れ
て
居
る
が
、
延
喜
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玄
蕃
式
に
よ
れ
底
、
新
羅
①
使
臣
に
賜
ふ
羊
雲
の
醸
酒
料
の
稻
を

出
す
淋
趾
の
一
つ
と
し
て
、
機
工
師
祉
が
老
け
ら
れ
て
る
る
。

三
等
の
事
は
大
陸
の
民
族
が
移
住
に
際
し
て
、
諸
種
の
食
用
植
物

を
、
殊
に
は
稻
の
優
れ
た
品
種
を
將
遷
し
た
で
あ
ら
う
事
を
想
像

せ
し
め
る
庭
で
、
そ
れ
等
の
耕
作
に
も
優
れ
た
能
力
を
示
し
て
ゐ
“

た
事
で
あ
ら
う
。
棋
尾
川
沖
積
地
の
北
に
績
け
る
高
石
海
岸
軍
野

・
は
、
古
志
蓮
の
占
嫁
し
た
慮
で
、
そ
の
幽
日
は
漢
民
族
で
あ
る
。

そ
の
東
に
績
く
信
太
，
取
石
の
軍
野
は
何
れ
も
百
濟
よ
り
移
減
し

た
信
太
首
．
取
石
造
の
聚
落
し
た
塵
で
あ
る
。
斯
く
て
和
泉
の
立

野
膿
は
殆
ん
ど
朝
鮮
牟
島
支
那
大
陸
よ
り
の
移
住
民
に
よ
っ
て
開

襲
占
卜
さ
れ
た
と
云
ふ
て
も
過
書
で
は
な
い
。
勿
論
彼
等
は
李
野

腿
の
み
に
此
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
百
青
鳥
郷
に
あ
る
百

濟
村
は
百
濟
人
の
住
ん
だ
虚
で
あ
ら
う
し
、
そ
の
南
の
蜂
田
に
は

蜂
田
鼠
師
と
云
っ
て
馨
業
に
從
事
し
た
漢
民
族
が
住
ん
だ
の
で
あ

る
。
叉
關
襟
に
天
孫
や
皇
別
に
属
す
る
氏
族
で
戦
野
廣
に
住
む
に

至
っ
た
も
の
も
あ
ら
う
が
概
括
的
に
見
れ
ば
，
丘
陵
膿
に
於
け
る

渓
谷
は
土
着
民
族
と
天
孫
民
族
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
李
野
隈
は
移

住
し
九
大
陸
民
族
に
よ
っ
て
耕
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
云
ふ
事

　
　
　
　
　
古
代
の
利
泉
地
方
に
關
す
ろ
一
…
三
の
歴
災
地
理
的
考
察

が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
そ
う
し
て
、
爾
者
の
開
嚢
に
は
恐
ら
く
時

間
的
差
異
も
存
在
し
て
居
り
、
開
獲
は
先
づ
丘
陵
に
於
け
る
漢
谷

に
始
り
、
次
に
海
岸
添
地
に
及
ん
だ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

註
①
口
本
石
器
聴
代
地
名
爵

　
②
大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
詑
念
物
第
賜
撒
、
四
三
九
頁
、
昭
利
四
年
、

　
③
日
本
書
紀
仁
徳
天
巣
六
十
宅
年
、
御
陵
建
設
の
土
工
を
始
め
ら
れ
れ

　
　
虞
鹿
が
役
民
申
に
入
っ
て
障
れ
死
ん
だ
の
で
、
調
べ
る
と
奪
よ
り
百

　
　
雲
鳥
が
飛
び
央
つ
六
事
が
記
さ
れ
、
か
く
て
叛
く
者
が
あ
ら
ば
れ
て

　
　
み
る
。
之
ほ
鹿
や
百
舌
鳥
が
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
の
墾
形
で
あ
る
マ
ニ
ツ

　
　
一
保
一
肩
精
黙
の
形
で
坂
冥
感
れ
穴
も
の
と
云
ふ
事
が
で
き
る
で
あ
ら

　
　
　
O

　
　
、
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉

　
④
濱
田
耕
作
、
大
阪
文
化
史
　
　
　
　
　
　
　
．

　
⑤
仁
明
紀
承
瀦
三
年
十
二
月
己
亥
の
條
、

　
⑥
風
府
に
総
就
な
設
け
て
、
和
泉
に
於
け
ろ
五
つ
の
三
二
な
舎
祀
し
カ

　
　
そ
れ
匡
大
鳥
、
聖
、
穴
麟
、
積
川
、
大
井
關
の
諸
榊
識
で
あ
っ
て
勿

　
　
論
延
喜
式
所
載
の
重
継
で
あ
る
。

　
⑦
西
村
翼
次
、
古
代
の
祉
曾
二
日
事
業
に
關
す
る
研
究
、
史
劇
第
六
紐
、

　
　
　
　
τ
し
瀞
二
、

　
　
フ
ニ
　
　

　
　
曝
荊
，
フ
喬

　
③
内
藤
虎
次
郎
、
三
訂
溺
本
丈
化
更
研
究
（
京
阪
文
化
史
論
所
牧
、
近

　
　
畿
地
方
に
於
け
ろ
同
韻
）

中
古
の
和
泉
地
方

　
　
一

型
二
十
巻
　
第
⊥
號

一
七
九

（　179　）



　
　
　
　
古
代
の
和
泉
地
方
に
關
す
る
二
三
の
歴
史
地
理
的
考
察

　
上
代
に
於
け
る
土
地
の
強
縮
は
、
氏
族
を
ゆ
心
と
し
、
餐
地
分

立
し
て
行
は
れ
後
世
に
於
け
る
蕪
古
制
、
封
建
糊
の
そ
れ
と
額
類

似
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
然
る
に
上
古
未
に
於
け
る
朝
撚
の
仲
長

は
大
陸
文
化
の
輪
入
と
相
待
っ
て
、
此
塵
に
大
化
の
改
新
を
断
行

し
天
下
を
國
郡
里
に
分
ち
、
益
虫
豪
族
の
私
有
せ
る
土
地
三
民
を

牧
戯
し
て
，
班
田
の
制
を
始
む
る
事
と
な
っ
た
。
か
く
て
上
代
に

於
け
る
土
地
の
開
拓
は
整
理
統
一
さ
れ
て
新
な
る
局
面
を
展
朋
す

る
に
至
っ
た
。

　
一
般
に
人
類
の
生
活
は
、
そ
の
初
期
程
自
然
に
よ
っ
て
制
約
さ

れ
る
事
が
、
大
で
あ
る
か
ら
，
古
代
に
於
け
る
行
政
臨
界
は
自
然
の

地
形
に
よ
っ
て
決
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
う
し
て
行
政
虚

位
の
上
位
な
る
も
の
程
、
例
へ
ば
國
は
郡
よ
り
、
郡
は
里
よ
り
も

自
然
依
存
性
が
強
く
認
め
ら
れ
る
。
さ
て
、
大
阪
灘
岸
の
地
理
を

見
る
に
．
南
は
東
西
に
走
る
和
泉
由
脈
に
よ
っ
て
紀
川
漢
谷
と
分
．

れ
、
東
は
南
北
に
連
下
す
る
生
駒
、
金
剛
山
脈
に
よ
っ
て
大
和
盆

地
と
帯
し
，
北
は
丹
波
高
原
と
海
岸
に
挾
る
六
甲
由
脈
に
よ
つ
て

限
ら
れ
て
，
一
つ
の
地
学
を
形
成
し
て
み
る
。
そ
の
中
を
淀
，
大

和
の
二
大
河
川
が
、
東
方
よ
り
大
阪
灘
に
朝
す
る
の
で
、
主
と
し

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
一
號
　
　
　
…
八
○

で
淀
川
を
境
と
し
、
北
を
燐
津
爾
を
河
内
の
こ
ヶ
國
に
劇
さ
れ
た
。

さ
て
、
こ
の
河
内
國
に
は
、
大
阪
騰
…
痒
、
後
の
郡
泉
國
を
な
す
地

域
と
大
阪
李
野
の
地
域
と
の
二
つ
の
地
理
簸
を
含
ん
で
み
る
と
晃

熟
し
得
る
塵
で
爾
者
の
境
界
は
、
そ
の
南
方
に
重
て
は
明
瞭
で
和

搬
山
脈
…
の
｝
支
脈
が
北
蔵
し
て
み
る
も
の
を
と
る
事
が
で
き
る
が

北
部
は
洪
積
層
地
に
陵
夷
し
て
不
明
．
瞭
と
な
る
。
し
か
し
大
阪
溝

斜
面
と
、
大
漁
川
斜
面
と
の
分
水
界
を
な
し
て
み
る
の
で
、
最
初

は
郡
界
と
し
て
選
ば
れ
、
大
鳥
郡
ハ
現
在
泉
北
郡
の
中
）
と
丹
比
郡
（
現

在
南
河
内
郡
の
中
）
の
境
と
な
っ
た
。
後
の
和
敷
闘
を
な
す
大
阪
溝

岸
地
域
は
、
こ
の
大
鳥
郡
と
和
泉
郡
、
鍵
根
郡
の
三
郡
に
分
た
れ

た
。
三
者
は
そ
れ
ん
＼
石
津
川
、
棋
尾
川
、
樫
井
川
の
渓
谷
，
沖

積
極
地
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
等
の
境
界
は
、
諸
等
の
間

に
香
款
に
馬
子
せ
る
丘
陵
の
分
水
界
が
選
ば
れ
、
即
ち
前
二
者
の

そ
れ
は
信
太
山
、
後
二
者
の
そ
れ
は
田
根
野
熊
取
問
の
丘
陵
で
あ

っ
た
。
海
降
附
近
の
李
地
に
至
っ
て
は
便
宜
に
從
つ
た
も
の
で
み

る
。
現
雀
で
は
蕉
和
泉
郡
が
二
分
さ
れ
、
照
年
は
大
鳥
郡
と
共
に

泉
北
郡
を
南
牟
は
β
根
郡
に
合
し
て
泉
南
郡
を
な
し
て
み
る
，
．
國

の
続
治
は
車
馬
よ
り
派
鐙
さ
れ
る
閾
司
の
掌
る
も
の
で
あ
っ
た
に

（　lse　）



濁
し
、
郡
の
政
治
は
從
來
の
豪
族
を
起
用
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

郡
域
の
決
定
に
は
恐
ら
く
、
二
歩
の
縣
圭
、
乱
造
等
の
勢
力
閥
も

顧
慮
さ
れ
た
事
で
あ
ら
う
。
更
に
里
後
の
郷
に
至
っ
て
は
五
＋
戸

と
云
ふ
聚
落
の
蟹
位
が
決
定
さ
れ
て
る
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
車
懸
は
最
も
入
寮
的
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、

丘
陵
隈
に
於
け
る
小
渓
谷
は
明
瞭
な
る
地
理
匠
を
形
成
し
て
み
る

か
ら
，
｝
つ
若
く
は
、
二
の
郷
が
｝
つ
の
谷
を
魑
劃
し
た
襟
が
今

日
か
ら
で
も
よ
く
推
察
さ
れ
る
◎
例
へ
ば
大
鳥
郡
に
於
け
る
和
田

郷
、
十
仙
郷
は
石
津
川
支
流
の
そ
れ
ん
、
同
名
の
谷
を
境
域
と
す

る
も
の
で
，
和
泉
郡
に
於
け
る
坂
本
郷
、
池
田
郷
は
棋
尾
川
本
流

の
渓
谷
を
二
分
せ
る
も
の
で
あ
り
当
直
郷
は
、
そ
の
支
流
の
渓
に

跨
り
、
木
島
郷
は
近
義
川
の
渓
に
よ
り
、
叉
日
根
郡
の
鳥
取
郷
が

菟
紙
魚
の
流
域
を
占
む
る
如
き
で
あ
る
。
た
“
李
杜
賊
に
於
け
る

郷
の
分
界
は
全
く
人
工
的
に
設
定
さ
れ
た
虚
で
あ
る
，
勿
論
嚴
密

に
云
へ
ば
前
触
の
谷
を
藤
野
と
す
る
も
の
に
あ
っ
て
も
t
谷
を
李

地
よ
り
廣
劃
し
或
は
一
つ
の
谷
を
爾
分
す
る
に
際
し
て
は
、
も
と

よ
り
人
工
を
加
へ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
異
域
の
入
工
的
設
定
は
、

大
化
改
新
に
於
け
る
耕
地
器
量
の
整
理
統
蝋
を
行
っ
た
慮
の
條
塁

　
　
　
　
古
代
の
和
泉
地
方
に
録
す
る
二
三
の
歴
吏
地
理
的
考
「
察

制
と
密
接
な
る
關
係
が
あ
る
か
ら
、
我
々
は
次
に
、
和
泉
諸
郡
の

條
里
と
鵡
ハ
に
之
ら
ぜ
考
へ
よ
・
）
。

　
　
　
　
二

　
條
蕩
尽
は
班
田
牧
授
之
法
の
爲
に
施
行
さ
れ
た
も
の
で
、
我
が

下
土
開
嚢
史
に
一
期
を
劃
す
る
大
事
業
で
あ
る
。
條
里
の
遺
構
は

一
般
に
近
畿
地
方
に
激
て
最
も
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
が
，
和
泉
は

丘
陵
の
陰
野
著
し
い
爲
に
、
整
然
た
る
形
式
に
は
施
行
す
る
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
か
っ
た
爲
に
、
冬
地
に
断
績
し
て
慧
存
し
て
み
る
。
堀
田
障
左

右
野
駒
教
授
は
共
に
交
献
に
よ
っ
て
、
叉
讐
田
小
八
郎
氏
は
實
地

の
踏
査
に
よ
り
冬
々
和
泉
に
於
け
る
條
璽
難
構
の
一
部
に
鱗
れ
ら

れ
て
る
る
。
之
等
先
馬
の
所
論
を
参
考
と
し
、
和
泉
全
膿
に
亙
っ
て

踏
査
を
行
っ
た
結
果
略
そ
の
原
形
を
知
る
事
が
で
き
た
。
條
里
は

一
般
に
郡
を
軍
位
と
し
て
、
形
式
が
一
定
し
て
居
る
も
の
で
あ
る

が
地
形
に
左
右
さ
れ
て
條
里
の
方
向
は
一
調
内
に
調
て
も
憂
化
す

る
事
が
あ
る
。
先
づ
大
鳥
郡
に
就
い
で
述
ぶ
れ
ば
、
（
第
二
麟
塗
照
）

石
津
川
の
漢
谷
に
最
も
明
瞭
に
遽
存
し
て
贋
り
、
そ
の
方
向
は
北

十
六
古
西
で
あ
る
が
、
ヒ
流
の
上
紳
谷
に
於
て
は
西
偏
の
度
を
梢

彊
め
て
居
り
、
．
河
口
附
近
よ
の
堺
市
に
か
け
て
は
反
っ
て
北
七
度

　
　
　
　
　
第
二
十
雀
第
一
號
　
　
一
八
一

（　ISI　）



古
代
の
布
泉
地
方
に
醸
す
る
二
三
の
歴
吏
地
理
約
考
察

第
二
十
巷
第
…
號
　
　
　
一
八
二

諜
糊
瀬
野
鍵
扉
譲
一
－

ヂ「℃＿き∫
・．　無毒ヒーー

ノ　　　　　　　　　　は　お　ノ

か一 Yレ，ピ

　　　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

　
　
　
　
　
　
　
　
一
塁

（　189．　）



東
に
東
偏
し
て
居
り
、
更
に
海
岸
地
帯
に
於
け
る
和
泉
郡
境
附
近

は
和
泉
郡
と
同
方
向
を
と
り
北
四
＋
二
度
東
に
偏
し
て
み
る
。
之

等
は
何
れ
も
、
そ
の
地
の
地
勢
に
從
つ
た
胤
の
で
あ
る
。
坪
名
の

遺
存
は
比
較
的
蟄
富
で
北
部
よ
り
暴
ぐ
れ
ば
上
石
津
東
部
に
三
、

六
七
、
八
、
十
、
辮
尾
｝
四
部
に
、
　
一
、
二
、
三
D
十
一
『
十
四
、
．

十
五
、
嗣
じ
く
東
部
に
四
、
大
鳥
の
北
に
十
、
九
、
上
の
東
部
に
二

十
三
、
一
、
二
、
一
二
、
ふ
一
、
八
田
田
蕪
村
東
南
部
に
六
、
一
、
二
、
十
、
・
九
、
十
・

六
、
　
二
十
・
、
　
三
十
六
、
　
一
、
　
二
、
深
井
村
内
　
に
八
等
の
一
々
埣
。
が
四
あ

る
。
之
等
に
よ
っ
て
條
塁
の
方
向
は
着
地
で
磁
化
す
る
に
拘
ら
す
、

蝉
の
形
式
は
岡
一
で
、
第
｛
埣
が
西
北
隅
に
趨
の
三
＋
六
埣
が
東

北
隅
に
終
る
事
が
わ
か
る
。
（
笙
面
に
於
て
ア
ラ
ビ
ヤ
藪
字
は
坪
名

の
三
二
ず
る
も
の
、
船
尾
南
部
の
一
里
に
漢
字
な
用
ひ
て
示
し
糞
の
ば
党

全
な
る
型
式
だ
例
示
曇
る
も
の
で
あ
る
）
條
や
里
の
逡
名
は
僅
か
に
、

鳳
町
宇
野
代
に
下
條
尻
な
る
小
字
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
二
黒

を
示
す
国
構
と
し
て
は
泉
州
志
、
大
阪
府
全
誌
等
の
引
く
延
窮
廿

二
年
注
進
の
大
鳥
祉
流
記
が
あ
る
。
從
來
，
そ
の
最
儒
不
明
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

れ
て
る
た
が
、
後
慨
す
る
如
く
、
大
鳥
紳
鮭
の
位
置
に
噛
す
る
記

載
は
我
々
が
考
定
し
た
條
里
復
原
麟
に
合
致
し
て
お
り
、
出
て
來

　
　
　
　
古
代
の
和
泉
地
方
に
縛
す
ろ
二
三
の
歴
史
地
理
的
考
察

る
里
の
名
は
牧
教
授
が
大
鳥
蕪
の
研
究
に
引
用
さ
れ
た
田
代
丈
書

の
記
載
に
｝
致
す
る
か
ら
、
年
代
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
そ
の

歴
史
地
理
的
内
容
は
信
頼
す
る
に
足
る
と
信
ず
る
田
代
文
書
は
王

朝
末
期
よ
り
鎌
倉
時
代
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
，
條
里
に
よ

っ
て
土
地
の
記
載
が
行
は
れ
て
る
る
の
で
、
之
に
よ
っ
て
大
鳥
蕪

の
み
な
ら
す
遡
っ
て
大
鳥
郷
の
歌
態
を
伺
ふ
事
が
で
き
る
。
牧
教

授
は
大
鳥
庄
を
禽
現
地
に
考
定
せ
ら
る
、
に
至
っ
て
み
な
い
の

で
、
此
慮
に
稽
詳
比
し
て
御
敏
示
を
仰
ぎ
た
い
と
思
ふ
。

　
先
づ
大
鳥
耽
流
記
に
よ
れ
ば
大
鳥
紳
駄
は
大
鳥
里
㎝
、
二
搾
原

m
里
…
　
↑
†
四
、
　
五
、
六
蜂
に
鎭
、
座
さ
れ
て
み
る
が
、
…
蜆
在
の
淋
凪
域
・
は

條
塁
復
原
圏
に
於
て
爾
里
に
亙
り
、
位
置
は
流
記
の
坪
付
に
一
致

す
る
か
ら
東
部
を
大
鳥
里
、
西
部
を
原
里
と
な
す
事
が
で
き
る
。
又

大
鳥
励
内
に
座
す
る
正
［
位
爾
波
動
祉
の
憩
田
が
布
施
屋
里
滑
六

埣
永
合
里
一
軒
、
郡
盤
六
埣
の
三
坪
の
中
二
段
と
な
っ
て
み
る
か

ら
こ
の
三
つ
の
里
は
互
に
相
隣
れ
る
も
の
で
新
島
富
里
の
東
に
水

合
塁
、
そ
の
北
に
郡
、
里
が
あ
っ
乱
臣
で
あ
る
。
田
代
文
書
の
建
治
二

年
上
村
地
頭
野
帳
掛
帳
に
よ
れ
ば
嶺
町
屋
塁
と
丁
合
里
と
の
關
係

は
全
く
二
様
で
簗
に
南
原
里
が
近
接
し
て
み
た
事
が
わ
か
る
，
こ

　
　
　
　
　
策
二
十
・
巻
　
第
一
號
　
　
　
　
一
入
三
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古
代
の
篇
泉
地
方
に
附
す
る
二
三
の
歴
変
地
理
的
考
察

の
南
原
里
は
先
の
露
里
の
南
に
績
く
も
の
と
一
定
す
れ
ば
、
大
鳥

里
以
下
の
六
つ
の
里
を
全
部
輪
廓
せ
し
む
る
事
が
三
七
る
。
邸
ち

．
復
原
圖
に
於
て
北
王
子
　
長
承
寺
を
含
む
里
が
南
原
里
で
、
そ
の

南
の
上
村
が
布
施
屋
里
、
又
南
原
里
の
東
が
御
里
，
そ
の
南
の
和

田
川
が
石
津
川
に
合
流
す
る
里
が
水
合
里
で
あ
る
G
水
露
な
る
雷

名
は
そ
の
地
形
に
合
致
し
て
甚
だ
妙
を
罷
え
る
。
更
に
布
施
屋
で

あ
る
が
、
之
は
行
基
菩
薩
幽
く
る
慮
の
七
つ
の
布
施
屋
の
中
、
大

鳥
榔
大
鳥
里
（
後
の
郷
の
意
味
に
使
用
さ
ろ
）
に
置
か
れ
た
も
の
に
因

め
る
に
湖
異
な
く
，
そ
の
里
内
に
布
施
屋
。
か
設
け
ら
れ
た
儒
に
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

名
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
西
村
博
士
は
、
こ
の
大
鳥
の
布
施

屋
は
大
鳥
瀞
齢
参
詣
人
の
爲
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
む
つ
と
さ

れ
る
が
，
推
定
位
置
は
紳
赴
よ
り
多
少
離
れ
過
ぎ
る
。
更
に
考
ふ

る
に
、
上
村
の
南
に
接
近
し
し
て
草
部
村
が
あ
る
が
、
此
慮
は
和

名
抄
に
云
ふ
目
潤
筆
の
撒
名
に
相
異
な
く
、
延
．
喜
式
に
よ
れ
ば
騨

の
置
か
れ
た
慮
で
あ
る
。
布
施
屋
は
交
通
の
便
を
聡
く
る
事
を
場

て
本
旨
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
鳥
の
そ
れ
は
，
蝦
令
紳
勧

参
不
入
の
利
便
を
は
か
る
事
が
一
般
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
官
設

の
騨
に
近
接
し
て
設
け
ら
る
・
は
又
當
を
得
て
み
る
と
云
は
ね
ば

　
　
　
　
　
　
第
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な
ち
な
い
、
か
く
て
我
々
の
推
定
は
略
籔
實
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

更
に
、
田
代
文
書
に
よ
れ
ば
、
南
原
里
は
建
治
の
頃
で
も
約
三
分

二
ば
求
開
で
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
玉
里
施
行
當
時
は
爾
原
野
の

妖
態
が
番
い
て
る
弛
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
原
、
南
原
等
の
里
名
が

起
つ
た
事
と
思
は
れ
る
。
蘭
掲
流
記
に
正
三
位
馨
鞍
胱
の
御
狩
庭

野
四
所
と
し
て
，
「
字
西
原
南
原
葛
原
伊
勢
沼
原
」
が
暴
け
ら
れ
，

田
代
文
書
に
は
【
，
南
原
葛
原
爾
野
者
、
爲
罪
科
奇
跡
、
任
關
束
御
下

知
、
令
折
中
之
」
　
と
見
え
，
叉
葛
原
里
の
名
梅
も
見
え
る
。
こ

の
中
葛
原
は
南
原
の
西
に
、
西
原
は
原
の
残
に
，
伊
勢
沼
原
は
葛
層
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8

原
の
西
に
綾
く
一
帯
の
原
野
で
あ
っ
九
ら
う
。
し
か
も
曲
名
を
稽
　
（

し
後
に
は
所
有
者
も
決
定
せ
る
所
以
の
も
の
は
感
量
の
土
地
が
比

較
的
李
坦
な
洪
積
屠
地
で
容
易
に
開
重
し
得
る
見
込
が
み
っ
た
爲

に
條
里
施
行
當
初
に
當
っ
て
も
方
六
町
の
輪
廓
だ
け
は
と
っ
た
事

で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
北
海
道
に
於
け
る
原
野
の
胴
嚢
に
思
ひ
合
す

べ
き
で
あ
る
。
大
鳥
庄
は
上
條
下
條
に
分
れ
て
居
り
南
原
、
窟
施

屋
、
水
合
、
郡
、
慕
原
，
三
井
戸
等
の
諸
里
が
上
條
に
属
し
、
下
條

に
は
大
志
墨
の
他
は
、
明
記
さ
れ
て
み
な
い
。
し
か
し
布
施
屋
里

は
草
部
郷
に
接
し
て
み
る
か
ら
、
そ
の
南
端
が
郷
界
を
な
す
理
で



從
っ
て
、
大
鳥
庄
上
條
は
南
北
二
里
で
あ
る
。
之
に
封
ず
る
下
條

も
恐
ら
く
同
襟
に
二
里
並
ん
だ
事
と
思
・
鋤
。
か
く
て
大
鳥
郷
と
、

そ
の
北
な
る
石
津
郷
と
の
境
界
も
條
里
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う

東
部
の
笹
島
郷
後
の
八
田
荘
と
は
石
津
川
に
一
致
す
る
水
合
、
郡
、

大
鳥
諸
里
の
東
邊
の
藤
里
線
で
あ
っ
た
ら
う
。
夏
に
郷
の
北
西
部

に
於
て
は
．
海
岸
に
迄
達
し
た
事
で
あ
ら
う
が
、
西
南
部
は
和
泉

郡
界
迄
全
部
大
鳥
郷
域
・
で
あ
る
と
す
れ
ば
稽
廣
き
に
過
ぐ
る
此
塵

は
後
の
綾
非
蕪
の
地
で
あ
る
が
、
或
は
和
名
抄
常
陵
郷
の
地
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
と
の
境
界
は
刺
然
し
な
い
が
、
先
づ
大

鳥
郷
貫
は
南
北
四
里
束
酉
三
里
若
く
は
四
里
邸
ち
、
備
蓄
の
里
十

二
若
く
は
十
六
位
に
亙
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
境
域
を
泉
州

志
の
大
鳥
郷
と
比
較
す
る
に
殆
ん
ど
｝
致
し
て
み
る
。
こ
の
中
東

邊
の
石
津
川
の
谷
に
港
っ
て
は
、
水
田
が
開
か
れ
て
る
た
の
で
、

流
記
に
正
三
位
置
瀬
肚
は
大
鳥
里
壮
五
坪
内
に
坐
し
、
大
鳥
井
と

云
ふ
川
堰
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
法
尻
に
は
公
田
が
一
百
餓
町
開

か
れ
て
居
り
、
大
鳥
紳
靴
の
禰
窟
が
井
司
と
な
り
祝
が
井
守
で
あ

っ
た
事
が
見
え
る
。
次
に
郷
内
に
於
け
る
聚
落
の
嚢
展
を
考
ふ
る

に
、
大
鳥
怨
言
の
あ
る
大
鳥
、
詩
興
伎
紳
祉
を
有
す
る
富
木
の
繭

　
　
　
　
古
代
の
和
泉
地
方
に
識
す
ろ
二
三
の
歴
更
地
理
的
考
察

聚
落
は
最
も
古
い
筈
で
あ
る
。
大
鳥
郷
成
立
當
初
は
こ
の
二
つ
で

あ
っ
て
、
下
條
は
前
者
に
上
條
は
後
者
に
属
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

そ
の
後
開
嚢
進
み
入
期
増
加
の
結
果
と
し
て
、
上
條
に
上
村
、
下
條

に
下
村
が
そ
れ
ん
、
分
立
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
前
掲
上

村
地
頭
方
二
丁
注
文
に
よ
れ
ば
上
條
の
東
部
出
合
、
布
施
屋
、
南

原
三
里
が
上
村
に
燭
し
て
居
り
、
窟
施
遠
里
二
十
六
坪
に
宅
地
の

あ
っ
隠
事
が
わ
か
る
が
、
之
は
丁
度
現
在
の
上
村
の
聚
落
の
中
北

の
部
分
に
當
っ
て
み
る
。
北
王
子
は
御
前
朋
上
皇
熊
野
御
幸
記
に

見
ゆ
る
大
鳥
居
王
子
の
あ
っ
た
慮
で
あ
ら
う
し
、
長
承
寺
は
同
名

の
慶
寺
に
蕾
め
る
も
の
で
あ
ら
う
。
熊
野
王
子
は
，
早
く
と
も
李

安
静
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
長
承
寺
も
恐
ら
く
そ
の
頃
の
も

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
之
等
を
聚
落
核
と
す
る
爾
聚
落
の
登
蓬
は

夏
に
そ
の
後
に
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
．
．
野
田
、
野
代
、
新
在

家
は
そ
の
名
の
示
す
如
く
、
原
野
の
開
嚢
の
結
果
現
は
れ
た
新
村

で
あ
っ
て
之
等
も
亦
早
く
と
も
李
安
末
に
遡
り
得
る
糧
度
で
あ
ら

、
つ
。

　
以
農
大
還
郷
に
就
い
て
は
調
製
制
と
の
關
聯
に
於
て
梢
詳
細
に

中
古
に
於
け
る
開
襟
の
欺
を
伺
ふ
事
が
で
き
る
が
、
そ
の
他
の
郷

　
　
　
　
　
第
二
十
巻
第
一
號
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古
代
の
和
泉
地
方
に
幽
す
ろ
二
三
の
歴
史
地
理
的
考
察

は
文
鰍
の
癒
存
僅
少
な
る
駕
た
黛
類
推
を
許
す
の
み
で
あ
る
．
．
和

③
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
⑥

田
蕪
、
草
部
蕪
等
は
上
中
下
三
條
に
分
誉
れ
鞭
穴
土
師
に
は
下
條

の
名
が
見
え
る
。
之
等
に
よ
っ
て
大
鳥
郡
の
條
里
は
郷
侮
に
任
意

に
上
中
下
、
三
号
若
く
は
上
下
二
條
に
分
つ
た
も
の
で
、
恐
ら
く
、

當
郡
に
於
て
は
條
里
の
｝
般
形
式
で
あ
る
一
條
一
璽
等
の
癩
き
数

詞
は
用
ひ
な
か
っ
た
も
の
と
考
へ
る
。
之
は
地
域
狡
少
の
爲
に
條

里
の
方
向
も
谷
地
攣
化
し
て
み
る
位
で
あ
る
か
ら
各
地
域
笹
の
條

を
即
す
る
方
が
便
利
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
郡
内
各
地
に
認

め
ら
れ
る
上
、
中
、
下
叉
は
北
、
中
、
思
置
の
聚
落
の
中
に
は
蓬

か
後
世
に
嚢
慌
し
た
も
の
も
一
部
は
あ
ら
う
が
、
そ
の
大
部
分
は
、

翫
に
條
里
施
行
に
際
し
て
胚
胎
し
て
み
た
も
の
と
思
ふ
。
そ
う
し

て
之
等
の
聚
落
は
そ
の
形
式
よ
り
見
る
も
條
里
式
聚
落
の
例
に
入

れ
る
事
が
で
き
る
。

　
　
　
　
三

　
奮
和
泉
郡
は
和
泉
の
中
央
を
占
め
棋
尾
川
沖
積
堅
地
は
國
内
層

廣
の
李
坦
地
で
あ
る
か
ら
條
里
は
標
式
的
に
施
行
さ
れ
た
。
現
在

で
は
前
髪
の
如
く
、
醤
和
泉
郡
は
二
分
さ
れ
、
北
傘
は
蕉
大
鳥
郡

と
合
し
て
泉
北
郡
南
傘
は
謬
日
根
郡
と
併
さ
れ
て
、
泉
南
郡
と
な

　
　
　
　
　
確
姫
二
十
巷
　
第
一
胱
就
　
　
　
　
一
八
山
ハ

っ
て
み
る
が
。
爾
郡
界
は
條
里
線
を
利
用
し
た
も
の
で
北
四
十
八

度
酉
の
方
面
を
示
し
て
み
る
。
之
は
海
岸
線
と
略
痘
交
し
て
、
居

り
，
土
地
の
傾
斜
に
從
へ
る
も
の
で
あ
る
。
た
ゴ
南
部
匡
陵
間
の

谷
に
於
て
は
方
向
は
、
更
に
北
偏
し
て
み
る
Q
埣
名
の
逡
存
は
頗

る
盤
富
で
、
之
に
よ
っ
て
本
郡
の
埣
の
配
列
は
西
南
隅
に
始
っ
て

東
南
隅
…
に
終
る
事
が
わ
か
り
、
大
鳥
郡
の
そ
れ
と
は
逆
と
な
っ
て

み
る
。
（
第
三
圓
謬
照
，
…
数
字
は
第
二
圃
と
同
様
の
約
束
に
從
ふ
）
條
，

里
に
就
い
て
は
大
津
町
内
に
五
條
漉
が
残
っ
て
居
り
、
叉
上
條
下

條
の
村
名
が
あ
る
。
し
か
し
五
條
一
つ
で
は
，
條
は
何
れ
よ
り
超

つ
た
も
の
か
決
定
し
得
な
い
け
れ
ど
も
恐
ら
く
は
大
鳥
郡
界
よ
り

二
つ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
師
ち
和
泉
郡
は
比
較
的
廣
潤
で

あ
っ
た
か
ら
最
初
は
藤
里
の
一
般
形
式
が
探
用
さ
れ
た
事
で
あ
ら

う
。
文
獣
と
し
て
は
，
和
泉
に
於
け
る
唯
一
の
奈
良
朝
古
文
書
と

構
さ
れ
る
久
米
田
寺
文
書
が
あ
っ
て
、
そ
の
寺
領
流
記
埣
付
に
よ

っ
て
山
直
、
八
木
雨
郷
に
亘
る
野
里
の
制
が
判
開
す
る
け
れ
ど
も

現
在
地
名
の
遺
存
少
く
、
只
、
小
松
里
、
下
池
田
里
、
八
木
里
等

を
考
定
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
前
述
の
大
鳥
郷
考

究
に
際
し
て
略
そ
の
信
ず
べ
き
を
知
っ
た
泉
州
志
の
記
載
を
併
せ

C　IS6　）



用
ひ
て
、
李
野
に
於
け
る
郷
の
配
置
を
考
ふ
る
に
、
そ
れ
ら

が
何
れ
も
條
里
に
よ
っ
て
匿
劃
さ
れ
た
で
あ
ら
り
事
を
知
り

得
る
。
聚
落
の
中
特
に
注
嘉
す
べ
き
は
府
中
村
で
，
之
は
遍

羅
の
存
在
し
た
塵
で
あ
っ
た
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
東
北
西

南
に
條
里
の
方
向
に
從
っ
て
南
下
す
る
街
道
は
北
、
は
大
鳥
、

口
部
よ
り
南
は
，
口
恨
郡
呼
樋
騨
（
男
里
附
近
な
ら
ん
）
よ
り

山
を
越
え
て
紀
伊
府
中
に
達
せ
る
大
化
の
騨
路
で
あ
っ
て
、

古
代
に
於
け
る
和
敷
の
交
通
幹
線
で
あ
り
、
現
在
は
小
栗
街

道
と
呼
ば
れ
て
み
る
が
、
之
と
直
交
し
て
大
津
に
起
り
棋
尾

川
の
渓
谷
に
沿
っ
て
河
内
の
天
野
よ
り
長
野
に
出
つ
る
交
通

路
も
、
古
く
か
ら
存
在
し
た
事
と
思
は
れ
、
こ
の
沿
線
に
古

⑦墳
の
分
布
す
る
も
の
多
く
、
又
國
分
寺
、
智
海
寺
等
の
古
寺

が
あ
る
○
國
府
は
廓
ち
、
こ
の
爾
考
の
ナ
字
街
を
中
心
と
し

て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
小
栗
街
道
の
西
側
に
は
五
魔
総
肚

（
二
つ
の
指
扇
の
記
號
の
申
酉
側
の
方
、
束
に
非
上
簗
融
）
が
祭
ら

れ
、
そ
れ
に
相
封
ず
る
東
側
の
御
館
の
森
（
役
揚
の
丸
印
の
あ

ろ
横
の
針
葉
樹
の
高
声
あ
る
庭
、
役
回
に
最
近
小
學
校
の
鵬
に
移
譲

す
）
と
敵
す
る
慮
が
國
聴
の
跡
で
あ
ら
フ
。
國
府
の
規
模
は

　
　
　
　
古
代
の
湘
泉
地
方
に
關
す
る
二
一
二
の
歴
更
地
理
的
考
察

第三圃府國と里伯…の覇；；泉和
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古
代
の
和
泉
地
方
に
回
す
る
二
三
の
歴
史
地
理
的
考
察

剃
明
し
な
い
け
れ
ど
も
、
之
が
條
璽
制
の
上
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
事
は
明
瞭
で
あ
る
。
南
北
朝
時
代
國
府
城
が
あ
っ
た
か
ら

現
在
遣
診
せ
る
小
掌
名
に
は
、
之
に
基
く
も
の
も
い
く
ら
か
あ
る

で
あ
ら
う
が
、
五
慾
総
肚
御
館
森
を
中
心
と
し
て
、
二
町
北
東
の
條

里
の
溝
渠
が
小
栗
街
道
と
交
叉
す
る
庭
を
北
の
端
と
云
ひ
、
同
じ

く
二
町
南
西
で
団
子
村
に
至
る
製
罐
の
溝
渠
道
路
と
の
交
鮎
を
南

の
端
と
云
ふ
。
之
は
輩
に
聚
落
の
南
北
端
を
意
味
す
る
も
の
で
鯛

に
深
い
意
味
を
求
む
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
或
は
國

府
の
外
廊
に
継
る
慮
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
若
し
そ
う
だ
と
す

れ
ば
和
泉
國
府
の
規
模
は
南
北
豊
町
の
も
の
と
考
へ
る
事
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
。
和
泉
國
府
が
か
の
周
防
聖
寿
に
於
て
明
か
に
さ
れ
た
如
き
方

形
の
プ
ラ
ン
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
東
西
も
乗

詰
町
あ
っ
た
ら
う
。
南
端
を
去
る
四
町
西
の
一
望
は
字
角
田
で
そ

の
北
は
字
四
十
垣
と
云
は
れ
、
そ
の
北
部
は
大
字
界
と
一
致
す
る

か
ら
，
此
庭
に
酉
の
外
廊
を
求
む
れ
ば
東
極
は
小
栗
街
道
よ
り
東

一
町
に
置
か
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
想
定
プ
ラ
ン
を
條
里
よ
り
見

れ
ば
、
五
障
総
鮭
附
近
に
於
て
交
叉
す
る
條
里
の
十
字
線
を
基
準

と
し
、
非
上
橘
祉
を
含
む
悠
遠
を
中
心
に
と
っ
た
も
の
と
見
徹

　
　
　
　
　
第
二
十
巻
第
一
號
　
　
　
一
八
八

す
事
が
で
き
る
。
こ
の
想
定
國
府
阯
の
南
部
に
、
そ
の
一
隅
を
接

し
て
略
東
西
南
北
の
正
位
置
を
と
る
方
二
町
の
一
塁
が
あ
る
。
之

は
そ
の
中
央
に
金
堂
阯
を
有
す
る
最
寺
の
醤
阯
で
あ
る
。
泉
寺
は

聖一

ｻ
国
和
木
離
…
宮
の
跡
と
も
考
へ
・
ら
、
れ
て
る
る
。
爾
…
者
の
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
關
係
は
全
く
、
備
中
國
府
と
門
満
寺
の
聖
母
に
噸
致
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ツ
カ
サ

で
あ
る
、
爾
北
の
端
附
近
を
市
と
糾
し
，
爾
の
端
に
馬
司
ど
云
ふ

慮
が
あ
る
、
前
者
は
國
府
に
於
け
る
市
の
遺
最
、
後
者
は
官
馬
を

置
い
た
塵
で
は
な
か
ら
う
か
、
一
般
に
騨
は
圃
府
附
近
に
「
つ
設

け
ら
れ
丸
の
で
あ
る
が
和
泉
で
は
日
部
、
呼
喚
爾
騨
と
も
何
れ
も

電
導
よ
り
離
れ
過
ぎ
て
み
る
か
ら
、
宮
人
の
便
を
は
か
っ
て
騨
馬

の
一
部
が
お
か
れ
た
事
で
あ
ら
う
。
以
上
は
僅
か
に
存
す
る
地
名

と
類
推
と
に
の
み
よ
っ
て
想
定
し
た
も
の
で
，
そ
の
當
否
の
決
定

は
新
な
る
資
料
の
獲
見
に
待
つ
他
は
な
い
。
（
第
三
圃
に
於
て
黙
線
た

以
て
條
里
線
を
引
い
訊
バ
部
分
が
想
定
國
府
阯
）

　
日
根
郡
の
隠
里
は
樫
井
川
添
摩
に
稿
明
瞭
で
あ
る
を
除
き
、
景

槻
の
蓮
存
は
三
霧
中
最
も
少
い
。
樫
井
川
沿
岸
の
も
の
は
北
三
十

二
度
西
の
方
向
を
と
り
．
和
泉
郡
に
於
け
る
よ
り
北
偏
し
て
居
り

憂
に
南
の
雄
ノ
．
信
達
に
於
て
は
北
二
十
二
度
西
と
な
っ
て
み
る
。
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之
等
は
何
れ
も
土
地
の
傾
斜
に
從
つ
九
も
の
で
、
海
燦
線
に
封
し

て
略
直
角
を
な
し
て
み
る
。
坪
名
の
遺
存
は
上
之
郷
村
に
豊
富
で

之
に
よ
っ
て
坪
の
配
列
は
和
泉
郡
と
同
一
型
式
の
も
の
で
あ
る
事

が
わ
か
る
。

　
中
古
に
於
け
る
和
泉
の
開
護
に
特
筆
す
べ
き
は
僧
行
基
の
功
績

で
あ
ら
う
。
彼
は
大
鳥
郡
蜂
田
郷
の
出
身
と
云
は
れ
て
居
り
、
郷

土
の
民
衆
の
爲
に
特
に
諜
力
し
た
事
で
あ
ら
う
。
前
記
大
鳥
に
布

施
屋
を
作
っ
た
と
共
に
土
師
に
も
亦
野
中
布
施
屋
を
設
け
て
憂
通

に
便
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
國
内
に
多
く
の
溝
を
盤
っ
て
農
耕
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

慰
め
た
．
そ
の
最
大
る
は
久
米
陽
動
で
あ
っ
て
、
之
に
よ
っ
て
千

翁
町
の
水
田
が
灌
野
水
を
得
た
事
が
久
米
田
寺
文
書
に
よ
っ
て
明

か
に
さ
れ
る
。
こ
の
他
泉
北
郡
の
檜
尾
池
、
鶴
田
等
等
も
、
そ
の

築
く
塵
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
規
模
廣
大
で
あ
．
る
。

註
　．

@
堀
田
障
左
右
、
梯
陣
捌
、
史
學
雑
誌
。
第
十
二
編
十
一
、
十
二
、

　
①
轡
苗
小
八
郎
、
泉
北
史
蹟
志
醤
、
大
正
十
年

　
　
牧
建
二
、
雛
…
關
家
の
大
番
領
と
和
泉
嬢
大
鳥
居
、
歴
史
と
地
理
第
一
二

　
　
十
巻
、
　
『
二
、
三
號
、
昭
和
七
年
。

　
②
西
村
眞
次
、
前
掲
論
文
。

　
　
　
　
　
古
畿
の
和
泉
地
方
に
關
す
る
二
三
の
歴
史
塘
理
的
考
察

　
③
瀦
溝
丈
書
、
金
剛
寺
震
旦
Q

　
④
懸
　
心
二
丈
書
，
裟
闘
志
料
級
収
。

⑤
⑥
開
口
紳
職
文
書
。

　
⑦
三
編
大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
蓋
詑
念
物
、
第
四
撒
り

　
⑨
三
阪
圭
治
、
周
防
國
府
の
研
究
、
昭
和
八
年
。

　
⑨
永
出
卯
三
郎
、
岡
山
縣
通
史
Q

　
⑩
魚
脇
鷺
物
心
五
郎
、
＋
日
記
謳
守
の
砺
究
、
昭
和
山
ハ
年
O

　
　
　
　
上
口
　
　
　
　
瀧
口

　
　
　
　
玄
小
　
　
　
　
　
　
一
一
髄
画

　
中
古
初
期
斑
田
の
鷲
施
と
共
に
決
定
さ
れ
た
整
然
た
る
三
塁
の

組
織
は
律
令
政
治
の
衰
退
と
共
に
漸
次
崩
解
し
て
、
礎
門
勢
家
は

至
る
庭
に
庄
園
を
立
て
、
國
四
坐
は
簸
貧
さ
れ
て
逡
に
圃
土
の
大
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8

部
分
が
庄
園
に
浸
入
す
る
に
至
っ
た
。
試
み
に
蕪
園
志
料
に
よ
れ
　
（

ば
和
泉
に
は
蕪
四
十
一
『
腕
二
、
保
、
園
各
一
が
塞
・
け
ら
れ
て
る
・

る
。
之
等
の
蕪
園
の
大
部
分
は
先
の
郷
の
名
を
襲
罵
し
て
居
り
、

そ
の
蹟
域
も
大
轟
郷
に
於
て
児
た
る
如
く
ほ
ゴ
同
襟
で
あ
っ
た
ら

う
。
か
の
坂
本
郷
の
如
き
は
一
郷
墓
ぴ
て
荘
園
と
さ
れ
た
ら
し
く

坂
本
郷
蕪
の
名
が
あ
り
、
現
在
で
は
軍
に
郷
荘
と
稔
し
て
み
る
如

き
で
あ
る
。
和
名
抄
の
郷
は
和
泉
三
郡
に
て
二
十
四
で
あ
る
か
ら

旧
名
を
犯
さ
“
る
約
三
十
の
蕪
園
の
分
布
を
見
る
に
、
そ
の
大
部

分
は
海
岸
の
耶
地
に
存
在
し
、
一
部
。
か
由
地
爬
の
谷
間
に
見
出
さ

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
第
一
號
　
　
｝
八
九



重
三
の
和
泉
地
方
に
目
す
る
一
一
三
の
歴
史
地
理
的
考
雛

れ
る
。
．
感
嘆
は
共
に
郷
里
晴
代
に
於
て
倫
開
獲
の
行
き
属
か
ざ
る

麗
で
あ
っ
て
，
特
に
山
地
癌
が
始
め
て
入
魂
居
佐
の
舞
毫
に
入
っ

て
來
た
事
は
淫
目
さ
る
可
き
で
あ
る
。
之
等
φ
平
等
が
多
く
の
紛

箏
を
経
て
漸
次
封
建
領
化
さ
れ
た
事
は
諸
國
と
同
様
で
あ
っ
て
、

近
世
初
頭
に
歪
っ
て
從
來
の
蕪
園
は
一
下
完
全
に
解
鰹
し
幾
さ
れ

今
臼
の
村
落
の
形
式
と
内
容
が
始
め
て
備
は
つ
た
。
そ
の
際
蕎
來

の
蕪
名
は
多
く
襲
用
さ
れ
た
慮
で
，
明
治
に
於
け
る
町
村
翻
の
改

革
に
於
て
む
亦
同
様
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
和
泉
の
地
名
に
は
郷
里

時
代
以
後
の
そ
れ
が
殆
ん
ど
残
存
し
て
居
り
、
農
村
の
慶
遷
を
追

及
す
る
に
は
眞
に
好
都
合
で
あ
る
。
爾
近
世
以
後
に
於
て
も
洪
積

暦
の
原
野
は
爾
残
存
し
て
み
た
爲
に
多
く
の
新
田
が
開
学
さ
れ

た
。
之
等
の
新
田
の
中
に
は
開
獲
の
歴
史
を
明
か
に
し
得
る
も
の

少
く
な
く
、
購
襲
蒋
、
小
作
人
、
聚
落
成
立
の
歌
態
等
に
興
味
あ

り
、
將
來
新
村
の
連
類
に
當
っ
て
多
少
の
滲
考
と
な
る
も
の
が
あ

る
。

　
大
鳥
よ
り
國
府
を
纏
て
男
里
に
至
る
大
化
の
騨
路
で
あ
る
小
輩

街
道
は
…
騨
制
の
衰
退
と
そ
の
蓮
命
を
共
に
し
つ
Σ
あ
っ
た
で
あ
ら

う
が
、
軍
安
朝
末
よ
り
俄
然
勃
奥
し
た
御
熊
郡
詣
の
街
道
と
し
て

　
　
　
　
　
魏
二
十
巻
　
第
一
號
　
　
　
，
一
九
〇

國
春
し
、
上
は
皇
室
を
始
め
下
は
庶
民
に
至
る
迄
人
馬
絡
繹
と
し

て
往
貸
し
た
爲
に
，
滑
蓮
諸
々
に
は
所
謂
熊
野
九
十
九
王
子
が
設

け
ら
れ
、
初
期
街
滋
町
の
患
現
を
見
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
南
北
靱

の
雫
簾
時
代
と
な
れ
ば
、
陸
上
の
交
麺
閉
塞
せ
る
爲
に
海
路
の
利

用
盛
ん
と
な
り
、
悔
岸
に
港
灘
の
養
達
を
見
た
。
殊
に
堺
市
の
抽
き

は
そ
の
後
我
國
唯
一
の
海
外
貿
易
港
と
し
て
飛
躍
し
、
そ
の
名
天

下
に
喧
傳
さ
れ
た
。
之
等
の
事
項
に
互
っ
て
は
稿
を
新
に
し
て
、

地
理
論
篶
誌
上
に
考
究
を
試
み
た
い
と
思
．
調
。

　
附
記
、
本
稿
の
資
料
蒐
集
の
鉤
鼻
踏
査
に
は
大
引
院
の
安
藤
，

大
橋
、
三
洋
生
，
村
本
、
小
葉
田
、
こ
三
生
，
聯
尾
、
木
村
，
庄

司
，
野
闘
、
村
井
、
山
崎
の
諸
君
が
協
同
さ
れ
，
考
古
墨
教
室
の

末
永
雅
雄
氏
は
種
々
の
便
宜
を
典
へ
ら
れ
た
。
踏
査
に
用
し
た
費

用
は
東
照
宮
三
百
年
祭
記
念
會
に
負
．
講
も
の
で
あ
る
。
此
麗
に
列

記
し
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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